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所在地  佐世保市大宮町３２番地１号 

校 長  宮地 哲史 

児童数  ２１１名 学級数 １１学級（令和７年５月１日） 

                                                 

 

１ 学校教育目標  

 

『 思いやりのある子 』 
『 やる気のある子 』 
『 元 気 の あ る 子 』 

 

２ テーマ  

 

『 「思いやり」と「やる気」と「元気」のある子どもの育成  』 

 

３ 目 的 

（１）変化の激しい社会を生きぬく「確かな学力」の定着を図り、夢（目標）に向かって ICT 

を最大限に利活用し、自ら課題を見つけ、解決していこうとする意欲を高める。 

（２）さまざまな人とのふれ合いを通して、他者との関わり方やコミュニケーションの仕 

方を学び、感謝する心や優しく思いやりのある心を育む。 

（３）「ふるさと（地域）」に目を向け、地域のよさや魅力を発見し、地域での体験や交流 

活動を通して、よりよい地域の未来をつくっていこうとする心を育てる。 

 

４ 成果と課題 

♦「思いやり」のある子 

 

〇平和学習（４年、６月） 

 今年度も、平和案内人の説明を受けながら 

平和公園や城山小学校を見学することができ 

た。このことにより、より深く実感を伴いな 

がら、原爆の実相を理解し、その恐ろしさや 

被爆者に思いを巡らせ、平和な世の中にする 

ためにどうすればよいかについて考えを深め 

ることができた。 

 



 

〇花いっぱい運動（全学年、通年） 

学校園に季節の花や野菜を植え、潤いある環境 

づくりに努めた。異学年との交流をおこない、継 

続して世話をし、植物を大切に育てようとする心 

を育てることができた。 

 

〇感謝集会（全学年） 

日頃から登下校の見守りでお世話に   

なっている地域の方々へ感謝の気持ち 

を伝える取組として、感謝集会をおこ 

なった。 

児童からの手紙やメダル、花を贈り、 

日頃のありがとうの気持ちを伝えた。 

地域の皆様とのつながりを大切に持続 

していけるように、今後もこの取組を 

継続させていく。 

 

♦「やる気」のある子 

 

〇学力調査の実施（２～４学年、4 月） 

学びを起こす授業の実現に向けた授業改善（全学年、通年） 

まず、５・６学年が年度当初に学力調査を実施するのに合わせて、２～４学年児童も 

習得した学力の実態把握と授業改善のための基礎資料となる学力調査をおこなった。

研究主任を中心に、全職員で学力調査結果の分析をおこない、各担任が授業計画に活

用した。 

特に授業改善においては、効果的な児童用端末の利活用と、児童の学びを起こす 

授業の実現へ向けた授業改善のための 10の視点を念頭に掲げ、児童の実態に応じた 

実践を重ねた。職員一丸となって取り組んだことで、端末の利活用が確実に進んだ。 

また職員一人一人が 10の視点を意識しながら、日常の実践を積み重ねたことで、児 

童が自分で解決の手段を選択する場や、児童が自分の言葉で伝え合う場、児童が自ら

工夫する場が生まれ、まさに児童の主体的な学びの姿を表現することができた。 

予測困難な未来を生き抜く子供達が生きる力を身に付けるためには、子供の学びを 

起こす授業の実現が急務である。児童の実態を踏まえながら、職員で研修を重ね、実践

していくことが肝要である。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇家庭学習の充実（全学年、通年） 

児童が家庭学習を計画的に進められるように家庭との連携を図りながら、毎月「家庭 

学習のふり返り」をおこなった。ふり返りの視点は、全学年次の４項目である。 

１：スケジュールどおりに学習を始めた 

２：宿題ができた 

３：宿題以外の学習ができた（読書・自主学習など） 

４：めあての時間、学習ができた 

（低学年は３０分間、中学年は４０分間、高学年は１時間以上） 

 

全児童の集計結果は次のとおりである。 

 

ふり返りの視点 全児童集計結果 

１ ８．９ 

２ ９．４ 

３ ６．７ 

４ ８．６ 

 

今年度は特に、「１：スケジュールどおりに学習を始めた」「２：宿題ができた」に

ついて、家庭学習の充実を図る上で児童の意識を高めることができた。学年によって

は、自主学習が充実し、成果が表れた。今後も啓発活動を行いながら家庭学習の充実を

進めていく。 

  



 

〇ふるさと学習の充実（全学年 通年） 

児童が生活科や総合的な学習において自らの課題に取り組み、育った町や地域のよ 

さを見つけ、まとめたことを発表することができた。特に、２年生は地域の町たんけん

に出かけたりダービースクールとの交流をおこなったりした。また、３年生は佐世保

市のこと、６年生は長崎県各市町村のことについて調べ学習を進め、ふるさとについ

ての学びを深めた。 

今年度特に「茶道体験教室」で地域の方と触れ合う場を、「異文化理解講演会」で地 

域の方の話を聞く場を実現させることができた。多様な他者と触れ合う学びは、子供

達が日頃の学習を広げること、深めることにつながる学びとして大変有意義な取組で

ある。実際に子供達の声の中にも、人との接し方やこれからの生き方に触れる感想が

寄せられた。今後も取組を継続していけるよう尽力する。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

♦「元気」のある子 

 

〇あいさつの活性化 

あいさつの活性化を目指し、児童、保護者、地域が一丸となって 

取り組んだ。まず児童は、代表委員会での話合いをきっかけに、高 

学年を中心にあいさつ運動に取り組んだ。また、児童が本校の合言 

葉「福石小にはあいがある」をのぼり旗に新しくデザインし、あい 

さつの雰囲気を高めた。さらに、保護者・地域に有志により、月２ 

回の朝の一声運動を展開させ、あいさつの活性化に取り組んだ。 

 



 

〇メディア講演会 

「子供の心身の健康について～メディアとのかかわり方～」 

（６年児童、保護者、学校保健委員会） 

SNS上でのトラブルや、生活時間の乱れ等児童の諸課題の解決に向けて、学校保健委 

員会の取組として、親子でのメディア講演会を実施した。 

専門家による話を聞くことで、メディアが身体や精神にもたらす影響や、家庭におい 

てメディアと上手に付き合っていくための正しい知識について情報を得ることができ

た。「子供にスマホを与える時点で、トラブルはあると考える」「子供が親と話せる環境

をつくる」「ネットやスマホな 

どのトラブルから、とにかく 

子供を守る」「友達とゲームを 

しているならば、友達とやめ 

る時間を決めさせる」など、 

ハッとさせられる言葉や、す 

ぐにでも使える手立てをたく 

さん教えていただいたことで、 

今後につながる学びの場を得 

ることができ、大変役立つ内 

容であった。 

 

 


